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要 旨   

 

ビリルビンは、ヘモグロビンをはじめとするヘムタンパク質の主要な分解産物であ

り、肝疾患の診断、予後、経過観察において重要な役割を果たす。急性肝不全、薬

物性肝障害、ウイルス性肝炎などの急性肝疾患においては、ビリルビンは肝細胞の

喪失と肝損傷の程度を反映するバイオマーカーとして機能する。 アルコール関連肝

疾患、慢性 C型肝炎ウイルス感染、代謝機能障害関連脂肪肝疾患、自己免疫性肝疾

患などの慢性肝疾患は、持続的な肝障害と炎症を特徴とする。慢性肝疾患における

ビリルビン値は、肝機能、疾患の重症度、予後に関する知見を提供する。 多機能な

バイオマーカーとして、ビリルビンは肝疾患の病態生理に関する貴重な情報を提供

し、肝疾患およびその合併症の治療に関する臨床的意思決定の指針となる。本総説

は、肝損傷のバイオマーカーとしての役割を超えた生物学的機能を分析することに

より、肝疾患におけるビリルビンの多機能的な役割を探求することを目的とした。 
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